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「
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
」
は
、
長
い

紛
争
を
経
て
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
独

立
を
果
た
し
、
一
九
三
番
目
に
国
連
加

盟
を
果
た
し
た
現
在
世
界
で
最
も
新
し

い
国
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
中
央

部
に
位
置
し
、
国
土
は
約
六
四
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
約
一
・
七
倍
）、

人
口
は
約
一
一
〇
〇
万
人

⑴
ほ
ど
で
あ

る
。日

本
は
国
際
平
和
協
力
活
動
の
一
環

と
し
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
（
国
連
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ

シ
ョ
ン
）
に
司
令
部
要
員
を
三
名
、
ま

た
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を

行
う
陸
上
自
衛
隊
の
施
設
部
隊
（
最
大

四
一
〇
名
）
を
送
り
、
現
地
政
府
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
、
さ
ら
に
国
際
・
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
、
平
和
維
持
・

構
築
活
動
を
行
い
、
復
興
支
援
の
礎
を

築
い
て
き
て
お
り
、
現
在
は
主
に
避
難

民
支
援
、
人
道
支
援
実
施
の
環
境
作
り
、

文
民
保
護
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

●
緊
急
・
人
道
支
援
に
お
け
る

教
育
支
援

南
ス
ー
ダ
ン
の
よ
う
な
騒
乱
後
の
国

で
の
「
緊
急
・
人
道
支
援
」
は
、
こ
れ

ま
で
住
居
、
食
料
と
水
、
お
よ
び
保
健

医
療
な
ど
の
分
野
が
主
な
活
動
で
あ
っ

た
が
、
近
年
新
た
な
分
野
と
し
て
「
教

育
」
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
て
い

る
（
参
考
文
献
①
）。
な
ぜ
な
ら
、
紛

争
の
被
害
に
遭
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、

生
活
の
再
建
は
最
重
要
課
題
だ
が
、
そ

の
後
の
生
活
設
計
や
国
家
再
建
の
た
め

に
、
教
育
で
得
ら
れ
る
知
識
や
技
能
も

必
要
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
（
参
考
文

献
②
）。
と
く
に
紛
争
時
に
は
様
々
な

不
安
要
因
が
重
な
る
が
、
こ
の
時
期
の

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
児
童
や
文
民

の
肉
体
的
・
心
理
的
・
認
知
的
保
護
（
参

考
文
献
③
）
に
つ
な
が
る
。
つ
ま
り
適

切
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
安
全
な

場
所
が
確
保
さ
れ
、
学
校
が
と
き
に
食

糧
や
生
活
必
需
品
分
配
の
場
と
な
り
、

さ
ら
に
危
機
か
ら
身
を
守
り
平
和
な
生

活
を
送
る
た
め
の
ス
キ
ル
な
ど
を
習
得

す
る
場
と
な
り
得
る
の
だ
（
参
考
文
献

④
）。
こ
の
よ
う
に
、
紛
争
や
災
害
直

後
に
お
い
て
、
早
期
か
ら
教
育
再
建
の

た
め
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。

●
南
ス
ー
ダ
ン
の
教
育
の
現
状

南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
は
、
独
立
は
し

た
も
の
の
、
長
い
紛
争
の
歴
史
を
経
て
、

多
く
の
人
々
が
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い

状
況
が
続
い
た
。
二
〇
一
二
年
の
調
査

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
国
家
の
識
字
率
は

二
八
％
で
、
女
性
に
限
れ
ば
八
％
と
い

う
状
況
だ
っ
た
。
独
立
直
後
（
二
〇
一

一
年
七
月
）
に
は
、
三
〇
万
人
だ
っ
た

初
等
教
育
人
口
が
、
二
〇
一
三
年
に
は

一
八
〇
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
が
、
初

等
教
育
を
修
了
す
る
の
は
約
一
四
％
で
、

さ
ら
に
中
等
教
育
以
上
に
進
む
生
徒
は

全
体
の
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
全
人
口

の
五
一
％
が
一
八
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
教
育
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
高

い
も
の
の
、
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
の
教
育

に
お
け
る
予
算
は
、
七
％
程
度
と
な
っ

て
い
る

⑵
。
さ
ら
に
こ
の
国
に
は
六
四

も
の
民
族
が
混
在
し
、
そ
の
八
割
以
上

が
地
方
の
広
域
に
点
在
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
南
ス
ー
ダ

ン
政
府
は
国
連
お
よ
び
外
国
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
国
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
政
策
・
教
育

支
援
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

●
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
教
育
の

取
り
組
み

南
ス
ー
ダ
ン
教
育
省
の
エ
ス
サ
ー
・

ア
ク
ム
・
ア
キ
レ
副
大
臣
は
、「
我
が

国
で
は
長
い
紛
争
を
経
て
、
子
ど
も
の

み
な
ら
ず
成
人
に
も
教
育
が
必
要
」
だ

バラック・モデル・ベーシック・スクールの子どもた
ち（2013 年 12 月 4日筆者撮影）

最
も
新
し
い
国

「
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
」

―
教
育
の
現
状
と
課
題
―

【
ト
ピ
ッ
ク
編
：
紛
争
と
教
育
】

外
山 

聖
子

国際教育開発協力のこれまで・これから

特  集
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最も新しい国「南スーダン共和国」 ―教育の現状と課題―

と
語
っ
て
い
る

⑶
。
こ
こ
で
は
未
就
学

成
人
が
多
い
た
め
、
成
人
教
育
の
需
要

も
高
い
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
初

等
教
育
や
中
等
教
育
の
み
な
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

「
代
替
教
育
サ
ー
ビ
ス
」（
Ａ
Ｅ
Ｓ
）
用

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
運
営
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。「
代
替
教
育

サ
ー
ビ
ス
」
に
は
、
①
放
牧
氏
族
教
育
、

②
成
人
の
為
の
四
年
集
中
小
学
課
程
、

③
成
人
識
字
基
礎
教
育
・
集
中
英
語
課

程
、
④
農
業
・
森
林
教
育
、
⑤
ラ
ジ
オ

通
信
教
育
、
⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
女
児

の
た
め
の
学
校
な
ど
が
あ
る
。
例
え
ば
、

①
の
放
牧
氏
族
教
育
で
は
、
各
放
牧
集

団
内
の
適
任
者
（
各
集
団
二
人
）
に
教

員
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
幼
少
期

に
教
育
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
成

人
の
た
め
に
②
の
集
中
四
年
間
小
学
課

程
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

南
ス
ー
ダ
ン
で
、
教
育
援
助
に
熱
心

な
の
は
Ｅ
Ｕ
、
Ｄ
ｆ
ｉ
ｄ
、
世
界
銀
行

な
ど
だ
が
、
日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
政
府

お
よ
び
識
者
共
同
で
「
南
部
ス
ー
ダ
ン

理
数
科
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
地
で
国
際

平
和
協
力
活
動
を
行
う
陸
上
自
衛
隊
も
、

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
う
た
め
の
道

路
補
修
、
簡
易
歩
道
橋
の
建
設
さ
ら
に

大
学
建
設
の
た
め
の
技
術
指
導
な
ど
を

行
い
、
教
育
の
環
境
作
り
に
貢
献
し
て

い
る

⑷
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
三
年
一
二

月
一
五
日
、
政
治
家
同
士
の
対
立
が
火

種
と
な
っ
た
暴
動
が
起
こ
り
、
新
た
に

四
四
〇
万
人
も
の
人
々
が
支
援
を
要
し
、

特
に
騒
乱
の
酷
か
っ
た
ジ
ョ
ン
グ
レ
イ

州
で
は
一
九
万
人
も
の
人
々
が
国
内
避

難
民
と
し
て
強
制
的
に
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
た
（
参
考
文

献
⑥
）。「
九
年
間
の
発
展
が
、
今
回
の

騒
乱
で
失
わ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念

で
あ
る
」

⑸
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
南
ス
ー
ダ
ン

事
務
所
の
花
谷
厚
所
長
は
語
っ
て
い
る
。

和
平
合
意
か
ら
三
年
経
過
し
た
も
の

の
、
ま
だ
紛
争
の
火
種
は
あ
ち
こ
ち
に

残
留
し
て
お
り
、特
に
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ（
ス
ー

ダ
ン
人
民
解
放
軍
）
の
軍
人
の
気
性
の

荒
さ
な
ど
は
街
中
で
も
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
平
和
構
築
お
よ
び
復
興
開

発
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
な
感
も
否
め
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、

必
要
性
の
高
い
問
題
か
ら
解
決
し
て
い

く
し
か
な
い
。
教
育
の
前
提
と
な
る
安

全
で
平
和
な
環
境
を
確
保
し
、
早
期
に

教
育
を
再
開
す
る
こ
と
が
、
南
ス
ー
ダ

ン
の
今
後
の
復
興
に
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

（
と
や
ま　

せ
い
こ
／
元
内
閣
府
国
際
平

和
協
力
本
部
事
務
局
国
際
平
和
協
力
研

究
員
）

※
本
稿
は
す
べ
て
筆
者
の
観
点
に
基
づ
く
私
見

で
あ
り
、
政
府
の
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で

は
な
い
。

《
注
》

⑴
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
推
定
（
二
〇
一
二
年
）。

⑵
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け

る
平
和
の
定
着
と
持
続
的
発
展
」
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
、

外
務
省
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
（
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）
主
催
、
ト
ビ
ー
・
ラ
ン
ザ
ー
（
Ｕ

Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
国
連
事
務
総
長
特
別
副
代
表
・

国
連
常
駐
調
整
官
兼
人
道
調
整
官
・
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
駐
在
代
表
）
基
調
講
演
（
二
〇
一
三
年
二

月
二
〇
日
）。

⑶
南
ス
ー
ダ
ン
教
育
省
副
大
臣M

s. Esther 

A
kum

u A
chire, 

放
牧
民
族
教
育
・
査
定
担

当 M
r. Gabriel N

uul M
abior　

二
〇
一
三

年
一
二
月
四
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

⑷
防
衛
省
・
自
衛
隊
「
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和

協
力
業
務
」
よ
り
。

⑸
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
南
ス
ー
ダ
ン
の
展
望
」

Ｊ
Ｐ
Ｆ
主
催
（
二
〇
一
四
年
一
月
一
一
日
）。
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